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社
会
福
祉
法
第
二
条
第
三
項
第
八
号
の
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

い
わ
ゆ
る
格
差
社
会
の
進
行
と
と
も
に
、
生
活
保
護
の
給
付
が
急
増
し
て
い
る
。
一
方
、
悪
質
な
業
者
が
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ー

ム
レ
ス
に
対
し
て
住
居
を
提
供
す
る
福
祉
事
業
と
い
う
名
の
下
に
、
生
活
保
護
制
度
を
悪
用
し
、
結
果
と
し
て
公
金
を
搾
取
し

て
い
る
ケ
ー
ス
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
十
一
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

社
会
福
祉
法
第
二
条
第
三
項
第
八
号
に
い
う
「
簡
易
住
宅
」
ま
た
は
「
宿
泊
所
そ
の
他
の
施
設
」
（
総
称
し
て
以
下
「
無

料
低
額
宿
泊
所
」
）
に
関
し
て
、
そ
の
全
国
で
の
開
設
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

二

把
握
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
無
料
低
額
宿
泊
所
」
利
用
者
の
う
ち
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
者
は
何
人
い
る
か
。
ま

た
、
生
活
保
護
費
は
「
無
料
低
額
宿
泊
所
」
利
用
者
に
年
間
ど
の
く
ら
い
支
払
わ
れ
て
い
る
か
。

三

「
無
料
低
額
宿
泊
所
」
の
開
設
に
伴
い
、
特
に
都
市
部
で
事
業
者
と
地
域
住
民
と
の
摩
擦
が
起
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

四

現
状
の
「
無
料
低
額
宿
泊
所
」
は
、
主
と
し
て
利
用
者
が
住
宅
扶
助
等
の
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
、
問
題
な
い
か
。

五

「
無
料
低
額
宿
泊
所
」
の
居
室
使
用
料
が
、
事
業
者
と
利
用
者
と
の
間
で
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
基
準
の
限
度
額
で
契
約

一



さ
れ
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
長
が
示
し
て
い
る
「
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
、
運
営
等
に
関
す
る
指
針
」

（
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
に
い
う
、
居
室
使
用
料
は
「
無
料
又
は
低
額
で
あ
る
」
に
反
し
て
は
い
な
い
か
。

六

居
室
使
用
料
に
お
け
る
「
低
額
」
の
解
釈
を
明
確
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

七

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
、
生
活
保
護
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
者
に
対
し
、
生
活
保
護
の
申
請
手
続
き
を
指
導
し
、
も
と
も
と
滞

在
し
て
い
な
い
地
域
の
自
治
体
に
申
請
を
し
て
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
そ
の
当
該
自
治
体
の
行
政
負
担

は
大
き
く
な
る
が
、
こ
の
点
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

八

東
京
都
発
表
（
平
成
十
九
年
五
月
二
十
四
日
）
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
数
が
、
七
年
前
に
比
べ
約
四
割
減
少
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
過
去
五
年
間
の
「
無
料
低
額
宿
泊
所
」
の
利
用
者
は
首
都
圏
で
約
五
〇
〇
〇
人
増
加
し
て
い
る
。
東
京
都
周
辺
の
自
治

体
に
よ
っ
て
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
の
に
、
施
設
の
利
用
者
数
が
過
去
五
年
間
で
十
倍
以
上
に
急
激
に

増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
東
京
都
の
ホ
ー
ム
レ
ス
が
近
県
の
「
無
料
低
額
宿
泊
所
」
に
入
居
し
て
い
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

九

社
会
福
祉
法
第
七
十
二
条
第
一
項
及
び
「
指
針
」
に
は
、
不
当
に
営
利
を
図
っ
た
場
合
は
、
経
営
の
制
限
、
又
は
停
止
を

命
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
旨
、
規
定
さ
れ
て
い
る
。
善
良
な
事
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
が
、
他

二



県
か
ら
ホ
ー
ム
レ
ス
を
連
れ
て
き
て
、
入
居
者
に
生
活
保
護
を
受
け
さ
せ
た
上
で
施
設
を
運
営
し
て
い
た
場
合
、
そ
れ
は

「
不
当
に
営
利
を
図
っ
た
場
合
」
に
該
当
す
る
の
か
。
ま
た
こ
こ
で
言
う
「
不
当
に
」
の
判
断
基
準
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ

ば
良
い
か
。

十

「
指
針
」
に
お
い
て
「
無
料
低
額
宿
泊
所
」
は
「
利
用
者
の
自
立
支
援
に
努
め
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
例
え
ば
あ
る
自
治

体
の
調
査
に
よ
る
と
、
約
六
割
の
利
用
者
が
一
年
以
上
滞
在
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
実
態
で
、
施
設
側
が
「
自
立

支
援
に
努
め
て
い
る
」
と
言
え
る
か
。
国
と
し
て
、
各
自
治
体
に
施
設
の
実
態
調
査
を
求
め
る
予
定
は
あ
る
か
。

十
一

各
自
治
体
で
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
「
指
針
」
に
基
づ
き
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
、
事
業
者
に
対
し
指
導
を

行
っ
て
い
る
が
、
「
指
針
」
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政
指
導
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
指
導
を
実
効
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
、
国
に
お
い
て
、
施
設
整
備
及
び
運
営
に
関
す
る
具
体
的
な
施
設
基
準
を
定
め
る
な
ど
の
法
的
な
整
備
を

行
う
予
定
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


